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山口県生協連第 76 回通常総会を開催 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

2025 年６月 25 日(水)14 時～15 時 30 分、山口

県労福協会館にて、山口県生活協同組合連合会第 76

回通常総会を開催しました。 

【ご来賓】 

・ 山口県労働者福祉協議会 

      専務理事 益田 宗俊 様 

・ 山口県原爆被爆者支援センターゆだ苑   

      事務局⾧ 坂本 由香里 様 

当日は県連の理事・監事 12 名、代議員 40 名(うち実出

席 22 名、書面議決出席 18 名)が出席しました。 

 

総会は、岡崎会⾧によ

る主催者あいさつで始まり

ました。続いて来賓を代表

して益田専務理事よりご

祝辞を頂戴しました。岡崎

会⾧は「生協連は平和と

より良い暮らしのため、さま

ざまな活動をしていますが、

現在の世界情勢は暗い影を落としています。平和を願う中

でも、消費者の暮らしは厳しさを増しており、協同組合への

期待は一層高まっています。今年は国際協同組合年であ

り、山口県でも協同組合間の連帯を深めるための実行委

員会が立ち上がりました。生協

連ではつながりや信頼を大切に

しながら、関係団体・行政と協

力し、組合員の地域社会貢献

をさらに推進してまいります。この

総会が連帯を深め、県民の暮

らしに役立てる生協づくりのさら

なる推進につながれば幸いで

す。」とあいさつをしました。 

 その後、議⾧、書記の任命が行

われ、議⾧による資格審査の結

果、代議員定数 40 名（実出席

22 名、書面議決 18 名）全員

の出席により、総会が成立してい

ることが報告されました。 

 議事では、以下の議案について

提案・審議が行われ、すべて賛成過半数により承認されま

した。 

・第 1 号議案の 1 「2024 年度活動報告・決算報告および

剰余金処分案承認の件」 

・第 1 号議案の 2 「監査報告」 

・第 2 号議案 「2025 年度活動計画案および収支予算案

承認の件」 

・第 3 号議案 「役員報酬限度額承認の件」 

審議では第２号議案に関連して４つの生協から意見・報

告がありました。 

・コープやまぐちの木橋代議員より、国際協同組合年の

取り組みとして「メッセー字コンテスト」と「やまぐちピースフォー

ラム 2025」について報告がありました。 

・下関市立大学生協の小松・河津両代議員からは、生

協への共感と参加を広げることの提案に関連して、下関市

立大学生協の取り組みを紹介されました。 
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議⾧の藤田代議員 

  益田専務理事 

   岡崎会⾧理事 



・医療生協健文会の牧田代議員からは、協同組合連

携の取り組みに関連して映画上映会の案内がありました。 

・福祉生協さんコープの山本代議員からは、防府市のデ

イサービス施設「ここえみ」の再出発の経緯とどのような活動

をしているのかについて報告がありました。 

 
国際協同組合年に関連した  

取り組みや活動 

 
IYC 山口県代表者懇談会の開催 

  令和７年４月 23 日（火）、山口グランドホテルにて、

国際協同組合年の山口県実行委員会を形成するための

幹事団体（発起団体）懇談会を開催しました。 

この機会を、県内の協同組合発展のための重要な年と位

置づけ、協同組合に対する理解と認知度を高めるととも

に、連携の取り組みだけでなく、2025 年以降も協同組合

同士の連携強化に向けた基礎づくりにつなげようと生協や

農協、漁業や共済生協等７つの協同組合代表者が集ま

りました。 

 

 

 

 

 

 

実行委員会の形成 
この実行委員会は、本年の国際協同組合年にあたり、 

協同組合の価値や現代社会で果たしている役割等につ

いて広く県民に認知してもらい、協同組合を促進させ

る目的で形成されました。 

以下のテーマで取り組んでいくことにしています。 
  （１）協同組合に対する理解と認知度を高める。 

 （２）山口県内の各種協同組合の連携・連帯で取り

組みを行い、以降の連携強化の基礎作りを行う。 

   第 1 回の実行委員会は、令和 7 年 5 月 30 日(金)に

山口県ＪＡビルで行われ、農林水産業関係団体が９つ、

生協関係団体が 6 つ、合わせて 15 団体から 28 名が参

加しました。 

 当日は、全国の国際協同組合年の取り組み紹介の後、

ＩＹＣ2025 山口県実行委員会の今後のすすめ方や

2025 年度の取り組み提案、さらに本年の国際協同組合

年での連携を機に以降も協同組合連携を維持発展させる

ための組織づくりについての方向性も示されました。 

 
IYC 山口県実行委員会主催 

「協同組合職員向け学習会」を開催 

令和 7 年 7 月 1 日（火）10 時より、山口県内の協

同組合 17 団体で構成される IYC 山口県実行委員会の

主催で、「協同組合職員向け学習会」が山口県 JA ビルに

て開催されました。県内 16 の協同組合・団体から 36 名

の職員が参加しました。 

 JCA（日本協同組合連携機構）の青木覚氏による「協

同組合の意義と他県の事例紹介」と題した講演が行われま

した。講演では、協同組合の事業規模や組合員の SDGs

への関心の高さ、そして異種協同組合間の連携による取り

組み事例などが紹介されました。 

  

午後からは「グループセッション」が行われ、異なる業種の協

同組合によって構成された 6 つのグループに分かれ、「持続

可能な社会の実現に向け、組合間で連携してできること」を

テーマに山口県におけるくらしの問題とその解決について活

発な意見交換がなされました。 グループ発表では、山口県 



が抱える課題解決へのユニークな提案があり、例えば「若者

の流出を止めるのは難しい。ならば中高年を山口県に呼ぼ

う!」といった逆転の発想や、「コロナ禍で失われた地域のつ

ながりを再構築するために、農協施設、生協商品、JA 山

口厚生連の検診サービスを組み合わせた“協同組合パック”

を提供する」といったアイデアが発表されました。 

  

参加者からは、「こんなに多様な協同組合があるとは知らな

かった」「ワーカーズコープについて理解が深まった」などの感

想が寄せられ、相互理解と交流を深める貴重な機会となり

ました。 

  

今後、IYC2025 山口県実行委員会は、山口県内におけ

る協同組合の連携体制を強化するべく、「協同組合ネット

（仮称）」の立ち上げを目指して協議していきます。 

 
やまぐちピースフォーラム 2025 

継承～つなげよう平和のバトン～ 

 

2025IYC 山口県実行委員会が協賛団体として参加し

ました。 

山口県ピースアクション実行委員会（構成団体:山口

県生活協同組合連合会、生活協同組合コープやまぐち/協

力団体:山口県原爆被害者団体協議会、一般財団法

人山口県原爆被爆者支援センターゆだ苑）は、7 月 28

日（月）13:30～16:00、KDDI 維新ホール・メインホ

ールにて「やまぐちピースフォーラム 2025」を開催しました。参

加者は 280 名でした。 

 

「やまぐちピースフォーラム」は山口県内すべての首⾧

が核兵器のない平和な未来を願い、平和首⾧会議

に加盟されたことを契機に 2010 年から取り組みが

始まりました。自治体・被爆者・市民が一緒になって

核兵器廃絶のための取り組みを継続して行い、今は

３年に一度開催されています。これまでにも学習活

動や被爆者・若い世代からの発信、県内自治体首

⾧によるメッセージなどを行ってきました。 

当日は、第１部:「基調講演」、第２部「山口県

版平和首⾧会議」、第３部「エンディング」の構成で

開催されました。協賛団体である「2025 国際協同

組合年山口県実行委員会」は維新ホールの通路に

て、2025 国際協同組合年と各種協同組合を紹

介するパネルやタペストリーを展示しました。 

 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

山口県知事へ平和要請 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

山口県ピースアクション実行委員会（＊１）は、79 年前に

核兵器がもたらした大惨事と数えきれない人々の苦しみ・悲し

みを知り、県民の平和への思いを結集して、核兵器廃絶と平

和な世界を願って県知事へ平和要請を行いました。 

 



 

（＊１）構成団体 :生活協同組合コープやまぐち 

              山口県生活協同組合連合会 

       協力団体 :山口県原爆被害者団体協議会 

   （一財）山口県原爆被爆者支援センターゆだ苑 

日時 :7 月 30 日（水）14:00～14:30 

場所 :山口県庁９階 環境生活部第１号会議室 

参加者:県庁職員 20 名 

      ピースアクション実行委員会 20 名 

 

 

 

 

 

 

ピースアクション実

行委員会の岡崎委

員 ⾧ の あ い さ つ の

後、コープやまぐち組

合員親子が平和要

請文を読み上げ、山

口県環境生活部次

⾧の河村さまへ手渡しました。 

＊★＊★＊★＊★＊★＊★＊★＊★＊★＊★＊★＊★ 

広島・⾧崎原爆の日にゆだ苑で犠牲者を追悼する

原爆忌 
＊★＊★＊★＊★＊★＊★＊★＊★＊★＊★＊★＊★ 

広島・⾧崎に原爆が投下されてから 80 年となった、8 月
6 日、9 日、山口市の県原爆被爆者支援センターゆだ
苑で、原爆忌が行われ、犠牲者を追悼しました。八代理
事⾧のあいさつの後、参列者は献水、献花をし、原爆が
投下された時間に全員で黙とうをささげました。県内で被
爆者健康手帳を持つ人は 3 月時点で 1377 人、平均
年齢は 87 歳となっているそうです。 
 

 

 

 

 

 

 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

2025 健康チャレンジ始まります‼ 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

医療生協健文会、生活協同組合コープやまぐちと共催で毎年

開催している健康チャレンジが今年も始まります。 

期間:9 月 1 日（月）～10 月 31 日（金） 
医療生協では 8 つの健康習慣

を推進しています。 

健康チャレンジでは 6 つのチャレ

ンジコースから 2 コースまでを選

択し 60 日間取り組みます。結

果を提出したら参加賞をプレゼ

ント‼チャレンジコースは気軽に

参加できる内容なので、取り組

んでみませんか? 

山口県生協連の会員

生協にはチャレンジシー

トをすでにお配りしてい

ますのでそちらをお使い

ください。 

やまぐちの協同組合 スタンプラリーを開催中 
 
抽選で 100 名様に 1000 円分のクーポン

があたるチャンス！ 

 

詳しくはやまぐちの協同組合スタンプラリー2025 で検索 

行事予定 

９月 4・５日   中四国生協行政合同会議 

10 月 4・5 日 理事会視察研修 

10 月 26 日  役職員ボウリング大会 

発行:8 月 25 日 


